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1 はじめに

る(白井， 2000). 

が見学できる適切
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いて

井久雄

6学年理科C地球と宇宙Jでは，野外での地層の直接観察を重視してい

・掛)11地域は，野外での地層観察には最も適した地域である.成

(白井， 1997， 1999， 2000， 2001， 2002， 2003b， 2004b， 2005b， 2006b)や，

察に基づいた授業実践(白井， 1998a， 1998b， 2003a， 2004a， 2005a， 2006a， 2007a， b) を報告している.今

は掛川市倉真(下松葉)で観察できる倉真層群松葉層と，森町大久保で観察できる掛川層群大日

の特徴を記載するとともに，地層観察の視点を述べ，地層観察指導時のー資料を提供する.

2鋼掛JII市倉真(下松葉)の倉真層群松葉層が観察できる

(1 )露頭位置:掛川市倉真(下松葉)の倉真)11河床(図 1). r幅約 6 mの河床に露頭が点在(国 2) 

している.走向はN52度丘北西に20度前後傾斜する.両岸は石垣に覆われ地層の露出は認められな

しミ

掛川市立倉真小学校

国2鯛掛)11市倉真の露頭金景.倉真111河床lこ露頭が点

在している餐下流側から上流側を撮影.1111揺は

約6m.

図1. 掛111市倉真の露頭位置函(国土地理暁発行2万5

千分の1地形図「八高山Jr掛111J).実ロ露頭位

置"



(2)地躍の特徴:本露頭で地層を連続して観察できる部分(閤 3)の模式柱状図を図 4に示す.本

露頭では明灰色~明青灰色，塊状または平行葉理(関 5)を呈する珪質頁岩を観察できる.珪質頁岩

の摩さは 12------30cmである@この珪質頁岩は，倉真層群松葉層(撲出， 1963) である.本露頭

の松葉層の特徴は渡部(1988)の記載と類似している.渡部 (1988) によれば，本箆頭の松葉層は松

葉層上部に当たり，下部中新統上部に対比できる.

の

車事持繋翠

口麟

30c紛

図孔掛川市倉真の露践の模式柱状国抱関5の観察で

きる層準を望柱状留の右側に「図5Jで示す回

5 

一-
-酬酬剛剛.
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ス図3. 図2の中央部拡大a 下流側から上流部を撮影脇

ケールは20cm姐

スケールは20cm.

(3)地層観察の視点:本露頭は河床にあるた

め，露頭が新鮮で、ある.また区16に示したよう

な層理由が観察できるのでヲ

ことをとらえやすい.白井 (1998a，1998b， 

2003a， 2004a， 2005a， 2006a， 2007a， b)が述べた

授業実践では，地層観察時にねじり鎌を使って

地層を削ったり掘ったりした.しかし，

は国結しているためハンマーを用いるのが適当

が板状である

図5鴨

図6.掛JII市倉真の露頭で観察できる層理間.上流傍jか

ら下流{期を掻影舗臨3と問ーの露頭筆スケールは

20cm祖
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である.
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3.議釘大久保の掛JlIJ襲群大日麗が観察できる

(1 )露頭位置:森町大久保の道路沿いにある(国 7)，北西 に持びた南西向き 、々
C

約12ill，幅約23illである(国 8).定向はN30度W，西に10度前後傾斜している.本露頭は木宮・白

井 (1991)に記載したが，その後南東髄に新たに露頭があらわれた.

国7.森町大久保の露頭位置函(国土地理院発行2万5

千分の1地形図「山梨J). 

日

5 
百九

回
目

と

関9援森町大久保の露頭の模式柱状図書

図8.森町大久保の露頭金景.露頭の高さは約12m. 

(2)地農の特徴:本露頭の模式柱状図を図 9に示す.本露頭では黄褐色~茶褐色の極細粒砂層，ハ

ンモック状斜交成層(徳橋， 1998)の発達する細粒砂層が観察できる.これらの砂層は掛J11層群大日

(横山・坂本， 1957)である.本露頭の南東側では波長8ill，波高0.6illのハンモック状斜交成層

(図10)，北西側では波長10ill，波高O.アmのハンモック状斜交成層(図11)が観察できる.ハンモッ

-3-



図10圃露顕の南東側で観察できるハンモック状斜交成層偏スケールは20cm.

関11同露頭の北西側で観察できるハンモック状斜交成層姐スケールは50cm.

ク状斜交成層の葉理にそって細磯~中磯，貝殻

のとけたあとが並んで、いる.また，径10cm前

後の大磯や径2-----5cm，長さ 10-----15cmの管状

生痕を観察できる(図 12). ハンモック状斜交

成層は，暴風時波浪限界(水深50----80 m) か

ら静穏時波浪限界(水深15----30 m) の堆積環

境を示す示相堆積構造であり，ストーム堆積物

認定の際の重要な特徴とされている(徳橋，

1998). 

(3)地層観察の視点:本露頭はほぼ垂直に切

り立っているため露頭面を覆う植物はほとんど

なく観察しやすい.地層観察持にねじり鎌を使

用すれば，地)曹を削ったり掘ったりすることが

可能で，地層の構成物(砂，磯)を採取できる.

観察した児童がハンモック状斜交成層をどのよ

うに認識するか興味深い.

関12舗露顕の南東側で観察できるハンモック状斜交成

層の拡大.閣10の中央部右側(スケールが‘ある

部分)を拡大したもの.ハンモック状斜交成層

の薬理にそって縮磯~中磯型畏殻のとけたあと

が並んで、いる a また鑑10cm前後の大磯や掻2

"'5 cm書長さ 10"""15cmの管状生痕を観察で

きる篇スケール誌20cm纏
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4. まとめ

(1) 義りI1 (下松葉) I?可床に露出する の特徴を記載し，観察時の視点

について述べた.

(2)森町大久保に露出する掛川 日層の特徴を記載し観察時の視点について述べた.
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